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関係各位 

株式会社パテント・リザルト 

 

【電気機器】特許資産規模ランキング、トップ 3 は三菱電機、パナソ
ニック、QUALCOMM 
 

弊社はこのほど、独自に分類した「電気機器」業界の企業を対象に、各社が保有する特

許資産を質と量の両面から総合評価した「電気機器業界 特許資産規模ランキング」をま

とめました。2018 年 4 月 1日から 2019 年 3 月末までの 1年間に登録された特許を対象に、

個別特許の注目度を得点化する「パテントスコア」を用いた評価を行い、企業ごとに総合

得点を集計しました。 

 

その結果、1位 三菱電機、2位 パナソニック、3位 QUALCOMM となりました。 

 

順位 企業名 特許資産規模 特許件数 

1 三菱電機 186,086.6 3,930 
2 パナソニック 100,558.8 2,903 
3 QUALCOMM 57,788.5 1,167 
4 シャープ 47,219.0 1,316 
5 東芝 46,387.2 1,464 
6 村田製作所 45,904.4 816 
7 京セラ 42,454.2 999 
8 ＮＥＣ 40,576.4 1,303 
9 富士通 39,866.7 1,631 

10 ROYAL PHILIPS 38,646.3 772 
 

1 位の三菱電機の注目度の高い特許には、「エレベーター用監視カメラ画像データの送信

時におけるネットワーク負荷低減技術」が挙げられます。これらの特許は異議申立が不成

立となっており、競合他社への高い影響力が伺えます。このほかにもパワー半導体や画像

読み取り装置に関する技術が多く見られます。 

 

2 位のパナソニックは、「車車間通信により先行車を追従する際の理想ルートに近いルー

トを追従走行する技術」や「美容分野における肌の状態を測定する装置」などが注目度の

高い特許として挙げられます。この他では、照明システムや食器洗い機など家電関連技術

で注目度が高いものとして多く見られます。 

 

3 位の QUALCOMM の注目度の高い特許には「アンライセンススペクトラム(免許が不要な周

波数帯)をワイヤレス通信に使用するためのゲーティング方式」や「ビデオ電話における遅

延の低減に関する技術」などが挙げられます。 
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そのほか、4 位のシャープは「顔画像を表示し音声対話を行うロボット」に関する技術、

5位の東芝は「真空絶縁容器の沿面絶縁特性を向上した真空バルブ」に関する技術などが注

目度の高い特許として挙げられます。 

 

特許資産規模ランキングデータを、以下の通り販売しています。 

※ランキングデータには個別特許の評価データは含まれません。 

 
◆【電気機器】特許資産規模ランキング 
・電気機器 特許資産規模ランキング（全期間トップ 100 と 2018 年度のトップ 100） 

・電気機器 登録特許件数ランキング（全期間トップ 100 と 2018 年度のトップ 100） 

・全業種 特許資産規模ランキング（全期間と 2018 年度トップ 100） 

・全業種 登録特許件数ランキング（全期間と 2018 年度トップ 100） 

 

※本ランキングでは、権利移転を反映した集計を行っています。2019 年 9 月末時点で権利を保有してい

る企業の名義でランキングしているため、出願時と企業名が異なる特許が含まれる可能性があります。 

 

【納品形態】 

上記データを収録した CD を納品 

 

【価格】 

50,000 円（税抜） 

 

◆ 個別特許の評価データ 
個別特許の評価データを別途ご希望の場合は、お問い合わせください。 

件数に応じて下表の単価が適用となります。 

 

件数 単価（税抜） 

～499 件まで 1,000 円/件

500 件～999 件まで 600 円/件

1,000 件～4,999 件まで 500 円/件

5,000 件～9,999 件まで 300 円/件

10,000 件以上 お問い合わせください

 

※業種は総務省の日本標準産業分類を参考に分類しています。 

※算出方法について：  

特許資産の規模とは、各出願人が保有する特許（特許庁に登録され、失効や権利放棄されていない特許）

を「特許資産」としてとらえ、その総合力を判断するための指標です。特許 1 件ごとに注目度に基づくス

コアを算出した上で、それに特許失効までの残存期間を掛け合わせ、出願人ごとに合計得点を集計してい

ます。注目度の算出には、特許の出願後の審査プロセスなどを記録化した経過情報などを用いています。

経過情報には、出願人による権利化への意欲や、特許庁審査官による他社特許拒絶への引用、競合他社に

よるけん制行為などのアクションが記録されており、これらのデータを指数化することで、出願人、審査

官、競合他社の 3者が、個々の特許にどれくらい注目しているかを客観的に評価することができます。 

 

＜＜ 本件に関するお問い合せ先 ＞＞ 

株式会社パテント・リザルト 事業本部 営業グループ 

Tel：03-5802-6580、Fax：03-5802-8271 

ホームページ URL：https://www.patentresult.co.jp/ 


